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新聞記事を対象とした刑事事件の性質と量刑との関連性の可視化
Relevance Visualization between Sentencing and Features of Criminal Cases
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We propose a system visualizing the relevance between sentencing and features of criminal cases retrieved from
news articles. In May 2009, so called“ lay judge system”will be introduced in Japan. Citizens will join professional
judges in sentencing serious criminal cases. Our goal is to construct a system that could support a lay judge helping
him or her to acquire knowledge on judicial precedents of similar cases. A person without any law experience chosen
for a lay judge will need a lot of time to prepare for a trial; therefore our system could decrease the costs. A user
inputs a criminal case into our system. Our system shows a scatter plot of similar criminal cases based on features
and sentences. Therefore, it should be easier for a user to analyze the case and help to decide the sentence.

1. はじめに
わが国においては，司法制度改革により，「裁判員の参加する

刑事裁判に関する法律」が成立し，遅くとも，2009年 5月ま
でに裁判員制度が実施される予定である∗1．従来の裁判制度に
おいて，その審議は職業裁判官のみにより行われていた．しか
しながら，裁判員制度においては，一般の国民が裁判員として
無作為に選ばれ，裁判官とともに審議に参加することになる．
適切に量刑を判断するためには，事件の性質を正確に把握

し，関連する事件との類似性を広く考慮する必要があるもの
と考えられる．関連する事件を考慮するためには，新聞記事や
過去の判例など，法律関係の文書を大量に読む必要がある．し
かしながら，このような法律関係の文書は，その内容の理解に
向けての研究 [石塚 06][山田 08]が行われてはいるものの，一
般に専門用語が多く，文法や意味解釈の点において，一般の国
民にとっては，内容理解が困難である場合が多い．参審制のよ
うに任期制であれば，一般の国民においても，複数回の審議を
経験することにより，適格な判断をより迅速に行うことができ
るようになる可能性がある．しかしながら，裁判員制度におい
ては，事件ごとに人員が新しく選出されるため，ほとんどの場
合，選ばれた国民は，量刑判断に伴う作業の経験を持ち合わせ
ていないことになる．よって，一般の国民である裁判員が，適
切かつ迅速な量刑判断を行うためには多大な労力を要すること
が想像され，これを手助けするようなシステムが望まれる．
そのためにも，関連する事件の検索は必須であり，判例文

を対象として検索を行う研究 [原田 01][江越 05]が行われてい
る．しかしながら，各裁判員が独自にそれぞれの判断を下せる
ようにするためには，関連する事件の検索の際，一般の国民が
容易に入手可能な情報を用いる必要があるものと考えられる．
そこで，われわれは，一般の国民が容易に入手可能な情報で

ある新聞記事を対象として，ある事件に対して量刑を判断する
場合を想定し，当該事件を基準として，これと類似する事件を
検索し，その関連性を可視化する手法を提案する．量刑判断の
一助とするため，可視化の際には，類似度と同時に量刑も考慮
し，関連する各事件を出力することとしている．さらに，事件
を表現している単語などの素性情報の有無が量刑に与える影響
を識別可能とすることを目指している．

連絡先: 松原 雅文，岩手県立大学ソフトウェア情報学部，
masafumi@soft.iwate-pu.ac.jp

∗1 裁判員制度，http://www.saibanin.courts.go.jp/

2. 可視化システムの概要
ユーザにより対象となる事件が入力されると，本システム

では，この入力された事件を基準とし，これと関連する事件を
新聞記事中より検索し，その類似度および量刑に基づき，各事
件を 2 次元座標上にプロットして出力する．事件における素
性を選択し，その有無を区別して表示することにより，関連す
る事件の考慮を促し，ユーザが行う量刑判断をサポートするこ
とを，本手法では目指している．

3. 処理過程
本手法の処理過程を図 1に示す．

3.1 素性の抽出処理
対象となる事件は，自然言語文により入力される．この自然

言語文を解析し，これから素性を抽出する．ここでは，素性と
して名詞単語に着目し，これを形態素解析器「茶筌」[松本 03]

を利用して抽出するものとしている．なお，複合名詞は事件
の性質を判別する上で，重要な意味を持つものと考えられる．
よって，名詞単語の連続はすべてつなげて，1つの素性として
扱うこととした．

3.2 関連事件の検索処理
得られた素性情報をもとに，関連する事件を検索する．ここ

では，抽出したすべての複合名詞を用い，OR 検索を行う．一
般の国民が容易に利用できるよう，新聞記事を対象として，事
件の検索を行う．具体的には，新聞記事コーパスとして毎日新
聞コーパスを用い，検索には，Hyper Estraier ∗2を利用する．

3.3 類似度の算出
検索された各事件について，基準となる入力事件との関連

性を求める．関連性は，各事件における素性ベクトルを用い，
これらの類似度として算出する．
入力された対象となる事件に対して行った，素性の抽出処

理と同様に，検索された各事件記事において，すべての素性を
抽出する．それぞれの記事において，素性の出現頻度に対して
tf-idf による重み付けを施す．そして，これを各事件における
素性ベクトルとし，基準となる事件とのコサイン距離を計算す
る．このようにして，基準となる事件と各事件との類似度を算
出する．

∗2 Hyper Estraier，http://hyperestraier.sourceforge.net/
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図 1: 処理過程

3.4 量刑の抽出処理
各事件記事から量刑を抽出する．ここでは，単純に「懲役」

をキーワードとして，この前後に出現する年月を量刑として，
抽出している．例えば，事件記事中の記述が「懲役 15年を言
い渡した」であれば量刑として「15.0」を抽出し，「懲役 2年 6
月の判決」であれば量刑として「2.5」を抽出する．

3.5 出力処理
求められた類似度と量刑を 2 次元座標上にプロットするこ

とにより，事件の性質と量刑の関連性を可視化する．各事件の
量刑を横軸，基準となる入力事件に対する各事件の類似度を
縦軸とし，それぞれの事件をプロットする．この際に，素性を
選択し，これを区別して表示する．お互いに関連性の強い，十
分な数の事件集合であれば，これは，平均的な量刑を中心とし
て正規分布状に事件がプロットされることが期待される．よっ
て，ある素性を選択した場合，それを含む事件集合の分布を，
それを含まない事件集合の分布とは区別して認識することが可
能であるものと考えられる．これにより，選択した素性が量刑
に与える影響を知ることができる．
このようにして，一般の国民が入手可能な情報である新聞

記事を対象として，類似事件の関連性を可視化し，ユーザが行
う量刑判断をサポートするシステムの実現を目指している．

4. 評価実験
本システムの有効性を確認するため，評価実験を行った．

4.1 実験方法
検索対象となるデータには，毎日新聞 98年の事件記事を使

用した．本システムの入力としては，事件を表す自然言語文を
想定しているので，これに相当するものとして，新聞記事コー
パス中の事件記事本文をそのまま用いることとした．ここで
は，「保険金殺人・詐欺」事件に関する，ある 1つの事件記事
を入力とした．これに対して，素性の有無が量刑に与える影響
を確認するため，各素性の有無による，それぞれの事件集合に
おいて量刑の平均値を求め，その差を評価した．なお，入力と
した事件における，実際の量刑は 15.0 であった．

4.2 実験結果および考察
各素性，当該素性が出現する記事数，当該素性が含まれる事

件集合の平均量刑，当該素性が含まれない事件集合の平均量
刑，および，その差を評価した結果を表 1に示す．入力記事
に含まれる全素性 67個のうち，検索された記事数が多いもの
と少ないものから合計 10個を抜粋したものである．
表 1から分かるとおり，「判決」や「求刑」など，量刑に直

接影響しない，あるいは，ほとんどの記事において出現し，重
要性が低いと思われる素性については，その有無による平均量
刑の差は小さいことが分かる．これに対して，素性「保険金目
当て」や「保険金殺人」などについては，その有無による量刑
の差が大きくなっており，これらが量刑に及ぼす影響が大きい

表 1: 素性の有無による平均量刑の差

素性 記事数 有 無 差
判決 375 6.3 5.9 0.4

求刑 372 5.8 7.9 -2.1

東京地裁 174 4.9 6.9 -2.0

犯行 165 6.9 5.8 1.1

殺害 106 10.0 5.1 4.9

保険金目当て 7 11.8 6.1 5.7

暮らし 6 6.1 6.2 -0.1

保険金殺人 5 14.5 6.1 8.4

杉並区 5 8.6 6.2 2.4

事故死 4 13.2 6.1 7.1

ことが分かる．また，これらは，実際の量刑である 15.0 にも
近い値となっていることが確認された．
なお，素性「事故死」については，その有無による差は 7.1

と大きな値となっている．ここで実際に検索された事件は「事
故死を偽った」事件であり，素性「事故死」の有無は，その量
刑に大きな影響を与えているものと考えられる．しかしなが
ら，本手法においては，素性を画一的に評価していることから，
量刑が小さくなると考えられる「誤って事故死させた」事件が
存在した場合であっても，その素性は同一とみなされ，同様の
結果となってしまう可能性がある．よって，この差別化を図る
ために，同一の素性であってもその状況を考慮できるよう，タ
グ情報の付与などを検討する必要がある．

5. おわりに
本稿では，一般の国民が容易に入手可能である，新聞記事

データを対象として，ある事件を入力すると，これに関連する
事件を検索し，それらの類似度および量刑を可視化して出力す
る手法を提案した．評価実験の結果，量刑に大きく影響を及ぼ
し，その重要性が高いと考えられる素性については，その有無
により，平均量刑に大きな差が生じることが確認され，これを
2次元座標上にプロットすることで，人間が行う量刑判断をサ
ポートできる可能性が示唆された．
今後は，実際に 2次元座標上へのプロットを行い，人間が行

う量刑判断に対して与える影響を確認する必要がある．また，
動機や計画性の有無などのタグ情報を素性に付加することによ
り，さらなる精度の向上を目指す予定である．

備考
本研究では，国立情報学研究所主導によるNTCIR-7∗3の「動

向情報の要約と可視化に関するワークショップ」∗4[加藤 04]に
おける研究用データセットの一部である，毎日新聞 98年の記
事を利用している．
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